	平成１6年　　8月　20日　（金）
	課長
	主任
	副主任
	記　入　者

	参加者：玉田、山崎、三浦、佐藤、照井、軽米、下遠、高谷
	
	
	
	小原

	《入所者》

・五十嵐タイ様　～　７月下旬頃より夜間不眠や独語見られる様になり、８／1・2には不穏症状著明に見られている。男子職員への執着・多弁・幻視・空笑・呂律不良等

　　　　　　　　　　8／3　青南ＨＰ受診し、医療保護入院となる。

・大谷栄五郎様　～　肺雑・発熱症状見られていた為、８／１市民Ｈｐ受診したところ、肺炎の所見は無く

　　　　　　　　　　低Ｎａ血症と診断される。翌８／２より１日５ｇ（1ｇ-2ｇ-2ｇ）追加で開始。全身の浮腫が目立ち始めたため、一般状態と浮腫状態、ﾊﾞｲﾀﾙのチェックとする。特に全身症状・

浮腫の悪化は見られず、1週間程度で浮腫軽減となる。

・杉本ふじゑ様　～　8／12　経口摂取から経管栄養への切り替えするも、夕方Ｍ-Ｔ自己抜去。同時に頸部腫脹著しくなり、城北病院へ搬送・入院する。翌日市民病院へ緊急搬送され、手術を行ったとの事。経管チューブ挿入時、管抵抗強く何度も挿入試みた事もあり、事故報告書作成にて理事長へ報告している。

・木村キヨ様　　～　再入所時にあった左踵部の創の悪化が見られている。於本病院へ受診し定期的な通院と処置指導にて改善傾向にある。

・石田保男様　　～　8／19　市民病院より再入所されるも、以前と同様Ｍ-Ｔの自己抜去と接続部からのアイソジェン経口摂取が見られる。発熱や肺雑音見られるようになってきている。再度他医療機関への入院の方向で検討していく。


会議録　　（看護部門）
確認した際は丸印を御願いします。

